
 

9 昭
和
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四
年
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月
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日
提
出 

質

問

第

九
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日
本
國
憲
法
第
二
十
六
條
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

昭
和
二
十
四
年
四
月
十
六
日 

提
出
者 

生 

田 

和 

平 

衆

議

院

議

長 

幣

原

喜

重

郞

殿 



義
務
敎
育
は
無
償
と
す
る
と
あ
る
の
は
、
そ
の
原
則
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
從
つ
て
学
校
の
施
設
、
敎
職
員
の

配
属
並
び
に
敎
材
の
付
與
等
は
当
然
で
あ
つ
て
、
子
女
は
学
校
に
登
校
す
れ
ば
自
ら
敎
育
を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
な
く
て
は

な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
國
全
体
の
負
担
で
あ
つ
て
、
個
々
の
父
兄
又
は
保
護
者
の
支
弁
す
べ
き
も
の
で
な
い

こ
と
は
理
の
当
然
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
る
に
現
行
制
度
は
國
、
地
方
、
父
兄
又
は
保
護
者
が
各
、
負
担
し
て
い
る
の

は
憲
法
の
精
神
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
か
、
い
か
が
。 

日
本
國
憲
法
第
二
十
六
條
に
は
「
す
べ
て
國
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
能
力
に
應
じ
て
、
ひ
と
し
く

敎
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。
す
べ
て
國
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
保
護
す
る
子
女
に
普
通
敎
育

を
受
け
さ
せ
る
義
務
を
負
ふ
。
義
務
敎
育
は
、
こ
れ
を
無
償
と
す
る
。
」
と
あ
る
が
、
そ
の
末
文
の
義
務
敎
育
は
、
無
償
と

す
る
点
に
つ
き
質
問
す
る
。 

右
質
問
す
る
。 

日
本
國
憲
法
第
二
十
六
條
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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